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PCげたの製作 と架設

- 上幹大曲戸 BD他 2件工事-
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要 約

本報告は,鉄道建設公団新潟新幹線建設局御発注の上越新幹線高架橋工事で,長岡市と見附市の中

間に位置するPCげたの製作と架設の施工実績をまとめたものである｡
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§1.はじめに
上越新幹線大曲戸地区は,新潟県南蒲原郡中之島相手

大曲戸部落に位置し,越後平野の水田地帯を高架橋で渡

る施工延長約 1050m,高さ10-15mの構造物で,中間に

計画道路 3ヶ所,県道及び1級河川中之島川1ヶ所,宿

島江用水路などが斜めに横切っている｡そのために構造

物のスパンを大きくし,かつ地元協議でステ⊥ジングが

組立てできないところをPCげた及びボックスげたで施

工 したものである｡

§2.工事概要
大曲戸地区高架橋の上部にPCげた及びボックスげた

を製作し架設する工事である｡

架設の種類は,図-1に示すように支間25mの4主げ

た1連,同30mの4主げた3連,同35mの6主げた3

逮,同32-38mの8主げた2連,そして同40mの精げた

1連などがある｡

施工数量は,鉄筋331t,フレシネコーン828組,定着株

1280組である｡

図-1 PCげた製作,仮設,平面図

*関東(支)中ノ島(出)主任
**関東(支)中ノ島(出)

***関東(支沖 ノ島(出)
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§3.PC･lげたの製作
3-1 製作ヤー ド

製作ヤー ドは,本線に近接 した水田を山砂で50cm盛

土し約 2,000m2ほど借地 して,支間32-38mの 8主げた

2連の製作及び仮置ヤー ドとした｡

水田地帯に作ったヤ- ドは,H鋼300,l-7-10mを基

礎 ぐいにして,コンク】)- トを50cm厚に打設したもの

である｡このヤ- ドにおいて約 65tf(663kN)のけた反力

を繰返し作用させたところがコンクl)- トに亀裂が生じ

たので一部補強した｡しかし,架設完了後の取 り壊しを

考えて無筋で施工 したが,ジャッキアップの部分だけで

も鉄筋を入れるべきであった｡

エレクションガーターで架設する支間35mの 6主げ

た3連,同30mの4主げた2連については,製作ヤー ドを

既設高架橋上に設けた｡橋上は縦断勾配が 7%ついてい

るために.コンクリー トで水平のゲタを作 り,その上に

H鋼300を2本並べて製作ヤー ドとした｡

トラッククレーンで合吊り架設する支間30mの 4主

げた 1連,同25mの4主げた1連については,工事用通

路の片側をヤー ドとして使用し,レールによる縦取り引

出し架設した｡

3-2 型わくエ

型わくは,転用回数が少ないので木製工場加工 とした

が,設計図どおり,横げたフランジを付けて加工 したた

めに,解体しにくくなり,また転用の都度補修すること

が幾度かあった｡梁底はメタルフォームを使用し,かつ

ケーブル緊張後けたもレベルになるように,梁底に逆キ

ャンバーを取 り付けた (図-2参照).
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図-2 主げた2-30m型わく図
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3-3 梁底逆キャンバーの計算

いま計算条件を

(1)プレストレスによるたわみ 6.--24.0mm

(2)主げた自重によるたわみ 62-+7.0mm

(3)死荷重によるたわみ 63-+10.0mm

(4)列車荷重によるたわみ 64-+ 5.0mm

として,スパン長 1-29.2mの場合について計算する｡

主げた製作時より架設完了までを90日と仮定 し,それ

までは主げた自重以外の荷重が載荷されないものとして

たわみを求める｡

まず0-90日までは

クリープの乾燥収縮の進行度 符1-33.00/.

クリ-プ係数 甲-2.0

とすれば,

Oq'1-qlXや(61+62)-0.33×2×(-24.0+

7.0)ニー11.2mm

次に90日～coでは

クリープの進行度 72-1000/.

クリープ係数 甲-2.0

とすれば,

み 2- (符2- ql)×q'×(61+62+63)

-(1.0-0.33)x2×(124.0+7.0+10.0)

=-9.4mm

となり,合計たわみは

65-691+Cp2--ll.2-9.4--20.6mm

となる｡

従って梁底逆キャンバーのたわみは

66-61+62-63+65--24.0+7.0+10.0-20.6

=27.6mm

3-4 けたの伸縮及び沓セット量の計算

(1) プレストレス導入時弾性短縮量

AIp=-1･&･l

-一号 ×訂豊 志 ×29･2×103--10･1mm

o'C;導入時におけるけた下縁のコンクリー ト応

力度

Ec;導入時におけるコンクリー トの弾性係数

J;伸縮けた長 (スパン)

(2) コンクリー トのクリープ変形による短縮量

Aら-Ⅰ･(1+q)･甲･AIp

-与×(1･0･856)×2･0×(-10･1)ニー18･7mm

符;プレストレス有効係数

や ;クリープ係数

AIp:プレストレス導入時の弾性変形量
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(3)乾燥収縮による短縮量

AIs--es･l--15.0×10L5×29.2×103

--4.4mm

es;乾燥収縮度

(4) 自重以外の死荷重による伸び

Ald0-号･欝 l

-ix灘 ×29･2×103-9･7mm

orcd;死荷重によるけた下縁の応力度

(5) けたの貴大伸縮量

e-号･(AIp･ALp･AIs･Aldo)

-号×(-10･ト18･7-4･4+9･7)

≒ -16mm

(6) 型わくセット時のけた長

L′-L十 e=29.96+0.016-29.976m

L;設計けた長

(7) 資のセット量 (スパン)

l'-l+e-29.20+0.016-29.216m

g;設計スパン

LT ｣

3-5 鉄芯及びPC瀦材の配置

鉄苗とケーブルシースの配置を二は長い時間を要するが,

特に作業員の熟練度によって左右されるO最初は予定よ

りも倍 ぐらいの時間がかかったが,4-5本の組立作業

をするうちに早 く仕上るようになり軌道にのることがで

写-1 配筋図

L叫松,'姓.泣柁戦 VOI,.3

きたOシースの受鉄筋は写11に示すとお り1m間隔で

配筋してある｡PC鋼線の切断は鋼線か ソターを使用し

た｡

3-6 1げたコンクリー トの打設

高架スラブ上の製作ヤー ドのコンクリー ト打設は,最

初生コンを早強400kgf/cm2 (39.2MPa),スランプ6±

1.5cmの仕様で,高架高さ15m,水平距艶10m ぐらいを

ポンプによって打設してみたが思うようにいかず,スラ

ンプを9-10cmに変更して初めて施工が可能になった｡

打設は最初一層で天端までとしたが,実際は少し型わく

に-ラミが発生した関係で,やむなく2層に分けた｡締

固めは棒状内部バイブレーター3台と外部型わくバイブ

レーター5台を併用した｡

打設時の注意すべ き事項としては,①シース中にセメ

ントペーストが流入しないようにするO②沓の支点廻 り

は補強筋などがあり,コンクリー トが入りにくくなるか

ら,入念に施工すること,などが考えられる｡

3-7 主げたの緊張

ケーブルの引張力の管理は,プレストレスコンクリー

トの施工において最も重要な事項であるから,専任の管

理者を置く必要がある｡

(1)緊張作業

主げたの緊張作業はコンクリー ト打設時において

採取した供試体の圧縮強度試験結果より,所定の強

度に達 しているかを確認してから実施 した｡緊張時

における所定強度 はo'ct-350kgf/cm2-34.4MPa

(設計強度400kgf/cm2×85%以上)とした｡両引緊

張のためジャッキを取り付けるが,この時ジャッキ

の軸心がケーブルの軸線に一致 していないと,緊張

作業時に鋼線長さの不均等による引張力のバラツキ

で,コーンに不均衡な力が作用することになり,鍋

線がスリップする凍因となる｡

ジャッキの据付けは3-5tのチエンブロックを使

い,鋼線が襖とジャッキの溝にしっかりと罷 り込む

ように注意しながら,-ンマ-でたたいて鋼線を襖

止めした｡

緊張に先立って,実施する試験としては,

(1) 引張装置のキャリブレーション

(2) 摩擦係数の測定

(3) その他基準に定める試験

などがある｡また緊張作業中のものとしては

(1) 圧力計の読取 り

(2)PC鋼線の伸び

(3) 定着時の戻り量

(4) けた中央の反り量

(5) けたの短縮量
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などがある｡

これらの作業をするにあたって特に注意しなけれ

ばいけないことは,プレストレッシング中には,必

ずジャッキの側方にて行ない,安全上絶対にジャッ

キの後方に立入ってはならない｡

(2) 横締緊張

横締緊張は,前述の所定強度を確認したうえで作

業を行った｡これに使用したものはモノストランド

ジャッキである｡

緊張の管理方法は,主げたの場合と同じように,

圧力計目盛で5tf(49kN)ごとに伸びを測定し,最

終引止点は設計数値の圧力と伸びのうち,大きい方

を基準とした｡

(3) グラウト

グラウト工事開始前における試験は,あらかじめ

所要のコンシステンシ-,ブリージング率,膨張率

および強度試験などを行 う｡注入はゴムホースを雄

コーンのグラウト注入口にそう入し,モルタルでコ

ーンを被覆して,コーンと鋼線との隙間を塞ぎ,グ

ラウト注入時の圧力の流出を防ぎながら行 う｡グラ

ウト注入路は,グラウト前に水を通して洗浄したの

ち,作業能率を考えて主げた3-4本まとめて行っ

たOグラウト配合は表-1に示すとおりである｡

表- J グラウト配合

水セメント比セメントfa 水 ポゾリス アルミ粉 流下時間 膨張率 基準強度kg/cd

W/C(%) C(kg) W(kg) NO8(cc)Ag(冒) (see) E(%) 67 0T28

§4.PC･lげたの架設
4-1 クレーン式架設

クレーン式架設は写-2に示すような方法である｡本

工事では, Ⅰげた50本のうち,支間35mの 8主げた2

逮,同25mの4主げた1連および同30mの 4主げた 1

篭.

写-2 150t2台合吊げた架設
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連の合計24本を150tクレーン2台を使って合吊りした｡

作業足場には25mm厚さの鉄板を敷詰めて足場を固め,

件業の安全に十分留意した｡けた1本当り135tの重量が

あり,150t吊りでも作業半径が限定され,一部ピヤーの

梁手前にあずけたけたをコロで横取りした｡このような

方法で架設すると, 1日平均 2本 ぐらいの進捗になるが,

エレクションガーター工法よりも安全性に欠ける｡

4-2 エレクションガーダー架設

エレクションガーダ-架設のけたは,支間35mの6主

げた3連および同30mの4主げた2連の合計26本であ

り,ガーターを使用して架設したDエレクションガ-ダ

ーの組立作業は,既設高架橋のスラブ上で行い,約 50m

を20HPのウインチを使って引出 し,架台上にセット

し,これに手延機を取り付けた｡

ポストの高さは,前部タワーが 11.85m,後部タワーが

10.6m あるので,転倒防止のため 6分のワイヤーでアン

カを取 り固定した｡

架設は図-3,写真一3,4に示すように

① 製作架台よりジャッキアップして引出し線の台車

に乗せる｡

② ウインチを使用して主げたを引出す｡

③ ガーターを引出し,手延機を托下させるO

④ ガーターを引出し,手延機を据付ける｡

写-3 エレクションガーダ一によるけた架設

写-4 コロによる主げた横取り
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q 35,0_qgw〟W"〟N 聖 39,09_9 0 30,000

図-3 エレクションガーダ一による架設順序

⑤ ガーターを汀上して,主げたを引出す｡

⑥ ガ-ダ-及び主げたを杵下させる｡

⑦ 主げたのコロによる横取 りおよび据付け｡

の順序で施工した｡

§5.ボックスげた (支間 40m)
40mPC箱げたは,まずステ-ジンクを組立て,次に現

場でシースと鉄筋を組み,早強コンクリー トを打設後,

緊張およびモルタル注入を行い,後にステ-ジングを撤

去して架設を完了した｡

現場の地質状態は,上層がN値 0-5ぐらいのシル ト

層からなる軟弱地盤で,下層はN値が40-50ぐらいの支

持層で.GLより約 40m下にある｡

ステージングの基礎の支持杭は摩擦 ぐいと考えてH鋼

(300×300×10×15×12000)を打設した｡打込みは,バ

イブロ-ンマ-M-40型を使い, くい頭を現場打ちコン

クリ- トで固定し,その上に四角支柱 (SSH-300)を建

込み,主げたを架設してステ-ジングとしたO(図-4,

5参照)

(ダL7松冬空.没托純 ＼川 5

コンクリ- トの打設は,1回施工が望まLいが,ポン

プ車などの能力により図一6のように2回打ちとした｡

すなわち1【司目は-ンチ下までを,2回目はスラブとし

た ｡

図16 コンクr)- 卜打設 順序

支承工の上シューと下シュ-の据付相対位置は,緊張

時のけたの縮みが施工時期の温度などを考慮し,あらか

じめずらして施工した｡緊張作業完了後に測定した結果

は23mmほど縮んでいた｡このボックスげたの完成まで

に要した日数は,付帯工事の防音壁やケ-ブルダクトな

どを含めて約 3ヶ月であった｡
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図-4 ボ ックスげた(支問407′l)側面図

fiH!Z50＼1致)

II }}いけ千三
H･588×300×12×20

H-300×300×lox15

l

図-5 ポ ック7,げた(支問40m)断面図

§6.あとが き
最近,騒音振動公害防止問題がさけばれ,今までの鋼

製げたにかわリ,PCげたが多く採用されるような傾向

にある｡中之島出張所では,10連延長約 330mを短い工期

にも拘わらず,本社 ･支店の関係各位の御協力をいただ

き,無事故で完成できましたことを感謝致 します｡


